
〜Growing up 剣道 グローバル〜

学生挑戦プロジェクト
報告書

武道課程3年 櫻井知俊



プレゼン構成

１．プロジェクト背景

２．プロジェクト目的

３. 具体的内容

４. 現地での活動状況

５. 成果や波及効果

６．渡航に際して想定される案件（リスク）と対応



１.プロジェクトの背景

国内サッカー人口 約３０９万人

国内剣道人口 約１７０万人

高体連剣道登録者数 昨年度（２０２３年度） ３１７８６人

20年前（２００３年度） ５９３８２人

高体連サッカー登録者数 昨年度（２０２３年度） １４９２４１人

20年前（２００３年度） １４９５９１人

３万人減少

変化なし



背景：世界の剣道情勢
1970年 国際剣道連盟（FIK)設立 加盟国数 １７カ国

2021年 加盟国数 ６２カ国

参加加盟国

近年上昇傾向

４５カ国増加
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背景：世界の剣道情勢

加盟国数中、ヨーロッパは３３カ国

イギリスは、ヨーロッパの中でも強豪国である

ヨーロッパ選手権、過去１２回入賞

イギリスはスポーツ発祥の国であり、歴史と伝統を重んじている

なぜ剣道が海外で受け入れられているのかを体験する



プロジェクト背景

令和６年５月１７日

鹿屋体育大学剣道部と英国剣道協会におけ
るパートナーシップ協定調印式が行われた。

パートナーシップにより

・英国での剣道指導と稽古の機会

・英国文化に親しむ機会

・新しい出会い、友人づくり機会

高波先輩
キンケイド

会長
前阪先生



パートナーシップ協定



２．プロジェクトの目的

・剣道を通しての国際交流

・剣道の魅力を再確認し、剣道普及への貢献

・鹿屋体育大学とイギリスとの架け橋となれるよう…



３.具体的内容

項目 具体的内容

活動期間 ・夏季休業期間の８月２日〜８月２９日（２８日）
約１ヶ月間

渡航国 ・イギリス

衣食住 ・ホームステイ
（国際担当理事 ビスコム・フレイザーさん宅）２０日間
（会長 キンケイド・ジェリーさん宅）４日間

コミュ二ケーショ
ン

・英語



３.具体的内容

第５回英国剣道協会国際剣道サマーセミナー

 ・期間 ８月１日〜８月４日 ８月２日から参加

 ・場所 Guildford Surrey Sports Park

 ・参加人数 最も多い日１５０名参加

 ・練習内容 基本稽古、形稽古、地稽古

 ・セミナー目標 「縁を切らない」



４. 現地での活動状況

 ・ブライトン小波道場 ８月８日

 ・若葉道場 ８月１０日、２４日

 ・大西道会道場 ８月１４、１５、１６日

 ・虎道場 ８月２０日

 ・バース道場 ８月２２日

 ・トンボカップ（大会） ８月１７日

 ・椿道場 毎週金曜日、日曜日

稽古回数 計１６回



ブライトン小波道場

 ・訪問日 ８月８日（木）

 ・時間 ２０：００〜２２：００（２時間）

 ・場所 University of Sussex Sports Centre

 ・参加人数  ９人

 ・稽古内容 素振り、基本練習、地稽古



若葉道場

 ・訪問日 8月10日、８月２４日（土曜日）

 ・時間 １５：００〜１７：００(２時間）

 ・場所 Britannia Leisure Centre

 ・参加人数 26人

 ・稽古内容 体操、素振り、基本稽古、地稽古



大西道会道場

 ・訪問日 ８月１４日、１５日、１６日 ３日間

 ・時間 朝稽古 ７：００〜８：００

夕方稽古 １８：００〜２０：００

 ・場所 Glasgow ２１３New City

 ・参加人数 （朝）５人 （夕）１５人

 ・稽古内容 体操、素振り、基本稽古、地稽古



虎道場

 ・訪問日 ８月２０日（火曜日）

 ・時間 ２０：００〜２２：００ （2時間）

 ・場所 The London Nautical School

 ・参加人数 21人

 ・稽古内容 体操、素振り、基本稽古、地稽古



バース道場

 ・訪問日８月２２日（木曜）

 ・時間 １９：３０〜２１：３０ （２時間）

 ・参加人数 10人

 ・稽古内容体操、素振り、基本稽古、地稽古



Manchester 

Tonbo Cup
〜イギリスの剣道の大会を観戦と審判して〜



マンチェスタートンボカップ

 日時 ８月１７日（土曜日）

 場所 Bolton School

 参加人数 ７０人程度 ３人制 ２４チーム

 主催道場 マンチェスター剣道道場



椿道場

 ・訪問日 金曜日（２０：３０〜２１：３０）

日曜日 （１０：３０〜１２：３０）

 ・場所 The Carshalton Girls Educational Trust

 ・参加人数 ２４人（子供６人）



椿道場

 稽古内容

・全員での雑巾がけ掃除

・体操、足捌き、素振り

・子供達に基本指導（面打ち、小手打ち、胴打ち）、構
えや発生の気合など

・椿道場の方全員との地稽古

子供達を対象にしたインタビューの実施



現地インタビュー内容・結果
 Q1.剣道の練習を始めてどれ

くらいですか？

１年未満（44.4%)

１〜3年(44.4%)

3年以上(11.1%)

Q2.なぜ剣道を始めましたか？

家族の勧め(55.6%)

友人の影響(0%)

自分で興味を持ったから
（アニメ・漫画等）(44.4%)



現地インタビュー内容・結果
 Q3.週に何回剣道の練習に参加してい

ますか？

１回(66.7%)

２回(33.3%)

３回以上(0%)

Q 4.剣道で１番好きなことはなんですか？

試合(11.1%)

練習(66.7%)

友達との交流(11.1%)

（その他）練習と友達との出会い

                                                                  (11.1%)



現地インタビュー内容・結果
 Q5.剣道の練習で１番楽しいことは

なんですか？

 基本稽古(11.1%)

 技の練習(55.6%)

 試合形式練習(11.1%)

 体力トレーニング(11.1%)

 その他（テックニック練習と基
礎練習）.                  (11.1%)

 Q6.剣道で１番難しいと感じること
はなんですか？

技能・技の習得(77.8%)

体力の維持(22.2%)

集中力の維持(0%)



５. 成果や波及効果

 BKX活動の1人目として新たな道を切り拓くことができ、次世代に繋ぐ役割を担
うことができたのではないかと思う。

 異国の剣道文化を実際剣を交えて感じることができ、多様な剣道スタイル、技
術面や精神面においての異なる視点でのアプローチ、そして剣道指導方法を学
ぶことができ、自分自身の剣道に対する視野が広がった。

 剣道を通しての新たな出会いや、友情関係を構築することができ、国際的な人
脈の構築へとつながった。。

 イギリスの剣道は発展段階であり、指導者不足、審判の技量不足、道場環境の
整備不足といった問題点が多く存在し、今後改善していく必要あり。

 剣道に対する熱量を、大人のみならず子供たちからも、日々の稽古に真剣に取
り組んでいる様子を通して、ひしひしと感じ取るこができた。

 英語での剣道指導することの難しさを痛感した。



６．渡航に際して想定される案件（リスク）と対応

対応 報告
・予算について ①渡航費に海外挑戦用２７万円を当て、不足分は自己負

担とした
②予定していた予算内に収まった

・交通費、通信費について ①現地での交通費では、学割のある交通パスを活用した
②通信費では、海外用プランを契約し、可能な限り安全
なWi-Fiスポットを利用した

・病気や怪我等について ①海外旅行保険に加入した
②常用薬・必要な処方薬・テーピングは持参をし、事前
に怪我や病気を防ぐことができた

・安全面について ①地域の治安情報の確認→外務省や現地の大使館の情報
を常にチェックし生活した

・盗難や紛失について ①外出時には貴重品を最小限にし、スリに合わないよう
に心がけた （しかし、２度お金をせびられてしまう）
②荷物を目から離さないようにした



ご清聴ありがとうございました。
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